


みえ高齢者元気・かがやきプランの策定に当たって 

 

 我が国は急速に高齢化が進んでおり、団塊の世代が

75 歳以上となって介護が必要な高齢者が増加する平

成 37（2025）年には、県内における 65 歳以上の高

齢者人口は 52 万８千人、総人口に占める割合（高齢

化率）は 30.8％に達する見込みです。また、75 歳以

上の高齢者人口は 31 万４千人、3.２人に１人が 65 歳

以上、5.5 人に１人が 75 歳以上となることが予想され

ています。さらに、要介護者・要支援者、一人暮らし

高齢者や認知症高齢者の増加も見込まれます。 

これらの高齢者を取り巻く問題を解決するため、医療、介護、予防、住まい、

生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築が求められて

います。 

このたび、これまでの取組の検証もふまえ、「みえ高齢者元気・かがやきプラ

ン」を改訂し、平成 27（2015）年度からの３か年を計画期間とする第６期介護

保険事業支援計画・第７次三重県高齢者福祉計画を策定しました。 

今回策定した第６期計画以降を地域包括ケア計画とし、平成 37（2025）年度

までの各計画期間を通じて地域包括ケアシステムを段階的に構築することとし

ます。 

具体的には、「１．介護サービス基盤の整備」、「２．在宅医療・介護連携の推

進」、「３．認知症施策の推進」、「４．介護予防・生活支援サービスの推進」、「５．

高齢者に相応しい住まいの確保」、「６．高齢者の安心確保・生きがい対策の推

進」、「７．介護・福祉人材の安定的な確保」、「８．介護保険制度の円滑な運営」、

「９．介護給付適正化の推進」の９つを柱に地域包括ケアの一層の推進を図り

ます。 

 また、特別養護老人ホームの入所待機者の問題については、介護サービス基

盤の整備を中心に、在宅医療・介護連携を推進し、介護度が重度で在宅生活を

している待機者の解消に取り組むこととしています。 

 このプランの取組を通じて「高齢者が元気に輝きながら暮らすことができる

地域」をめざしてまいりますので、皆様のご理解ご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 

 

平成 27 年３月 

三重県知事  鈴 木 英 敬 
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